
◎（社）仮設工業会が規定する水平親綱支柱システムの使用基準を遵守してください。
◎支柱用親綱・親綱緊張器は（社）仮設工業会認定品を使用してください。
◎わく組足場の脚柱、補剛材に確実にセットしてください。
◎落下衝撃が加わった支柱・支柱用親綱および緊張器は、再使用しないでください。
◎控網を必ず1スパン確保して取ってください。
◎ご使用に際しては、取扱説明書をお読みください。

注意事項

❶親綱の取付（盛り替え）

❷支柱の取付（盛り替え）

❸親綱の緊張

❹組立作業の開始
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ストレッチポールA
▪上段の親綱を先行して緊張することができます。

▪アルミ製で親綱支柱の盛り替え作業が容易に行えます。
特 長

仮設工業会認定リース

形状・寸法

取り付けは、次の設置により行ってください。
1．控綱は、図－1のように支柱の取付位置部より外側に1スパン確保してください。
2．支柱のスパンは、図－2のように10m以下としてください。

3． 支柱のスパン（L）は、支柱を設置した作業床と、衝突のおそれのある床面又は機械設備等
との垂直距離（H）に応じ、次式により算出した値以下としてください。

4． 垂直距離（H）が上式を満足できない場合については、墜落制止用器具の安全な使用に
関するガイドラインにおいて、支柱用親綱を低い位置に設置する場合について記述され
た「作業場所の構造上、低い位置に支柱用親綱を設置する場合には、短いランヤード又
はロック機能付き巻取り式ランヤードを用いる等、落下距離を小さくする措置を講じるこ
と。」に準じてください。

設置方法

取付手順

本製品は旧基準の質量85kg対応品です。
新基準の100kg対応はしておりません。

◎許容荷重範囲内でご使用ください。
◎建地パイプの取付けは、上下2箇所のクランプで確実に締付けてください。
◎ベランダガードを使用する場合は、上下左右とも2箇所以上でご使用ください。
◎ベランダガードは手すり壁天端いっぱいに差し込み、確実に締付けてください。
◎ベランダガードと手すり壁天端に隙間がある場合はアンコ材等を入れてください。

注意事項

ベランダガード
▪ベランダ手すり部に取付けて飛来落下防止・簡易足場・手すり固定等が可能。

▪軽量のため持ち運びがしやすい。
特 長

リース

規格寸法

品名 有効寸法W（mm） 使用可能最低寸法H（mm） 質量（kg）

ベランダガードS 100～205 105以上 3.8

ベランダガードM 100～205 210以上 4.6

ベランダガードL 140～245 210以上 4.8

パラペット手摺り
▪屋上の防水工事などでパラペット部に設置して手すりや注意喚起に使用可能。

▪上から設置でき取付作業も容易で取扱いしやすい構造。
特 長

リース 販	売

◎親綱設置の際はあくまでも注意喚起用としてご使用ください。墜落抑止用
器具を取り付けて墜落防止には使用できません。

注意事項
有効寸法（mm） 重量（kg）

0~370 8.9

規格寸法

控網

【下部クランプ調整範囲】
建枠上端より補剛材間隔
600mmまで

ストレッチポール

ベランダガードS ベランダガードM ベランダガードL

パラペット手摺

L=   ×（H －4）［m］ 40
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支柱のスパン（L）と垂直距離（H）
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図－2

シ
ー
ト
類

養
生
ネ
ッ
ト

親
綱
関
連
資
材

昇
降
用
資
材

鉄
骨
建
方
資
材

ゲ
ー
ト
類

関
連
商
品

シ
ー
ト
類

養
生
ネ
ッ
ト

親
綱
関
連
資
材

昇
降
用
資
材

鉄
骨
建
方
資
材

ゲ
ー
ト
類

関
連
商
品

28 29




